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　備中松山城跡は、高梁市街地の北側にある臥牛山に作られた山城です。今から約777年前に作

られてから、徐々にお城が大きくなっていき、戦国時代には21ヵ所の砦が作られていたといわれ

ています。備中では大きなお城であることから、島根県の尼子氏や広島県の毛利氏が奪い合いを

行っています。

　今から約330年前に石垣などが作られて、現在見ることのできる形になったといわれていま

す。備中松山城の天守は、このときから残っているものであり、全国に12ヵ所残っている天守の

一つで、日本で山城に天守が残っているのは備中松山城だけです。

　史跡に指定されているのは、城内の8ヵ所であり、鎌倉時代から戦国時代の砦の跡や、江戸時

代以降の石垣など、どちらも見ることのできる珍しいお城です。
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